
①　只管打坐で感じていた限界についてもっと詳しく知りたい 

 

法話の中で語られた只管打坐（しかんたざ）における限界や違和感の詳細は、主に以下の

4つの構造的要因から説明されています。 

 

1. 「本来完璧である（道本円通）」という前提と実感が伴わない現実 

只管打坐（禅・大乗仏教）の根底には、「人間は最初から完璧であり、すでに悟っている（本

来成仏・道本円通）」という大前提があります。そのため、「どこかへ到達するために座る」

「何かを得るために修行する」のではなく、「ただ座る（無所得・無所悟)」ことが求められま

す。​

 しかし、現実の生身の修行僧たちにとって、「自分が最初から完璧である」ということを心

の底から体感・実感できていないという決定的なギャップが存在していました。 

2. 問い直すことも努力することも許されない「不問律（逃げ場のなさ）」 

「本来完璧である」という実感が持てない中で、「自分はまだ不完全だから、心の汚れを清

めよう」「完全を目指して努力しよう」と探求を始めようとすると、途端に**「それは只管打坐

の教えに反する」「無所得の姿勢ではない」**とお叱りやプレッシャーを受けます。​

 つまり、以下の板挟みに陥り、一切の逃げ場がない「絶対的な矛盾」に直面することになり

ました。 

●​ 完璧だと実感できない 

●​ しかし、完璧を目指して努力すること（探求）も禁止される 

3. 山中の道場に充満する強いフラストレーション（圧力鍋状態） 

山の中の道場という、娯楽や息抜きの逃げ口が遮断された環境で、この矛盾を抱えたまま

何年も座り続けることを強制されました。​

 納得がいっていないのに疑問を口にすることも許されないため、修行僧たちの心には溜

まった蒸気が逃げられない**「圧力鍋」のように強いプレッシャー**がかかりました。その結

果、道場全体に重苦しいイライラやフラストレーション、ネガティブな雰囲気が充満し、様々

な歪みが表面化していました。 



4. 観念への逃避と「客観的観察手法（サティ）」の欠如 

禅の伝統には「思いの手放し」という実践はありましたが、自分の身心（息・身体・感覚・心）

を客観的・段階的に直接観察する**「マインドフルネス（サティ/気づき）」という実践的な手

法（鍵）が伝わっていませんでした。​

 直接的な観察の手がかりがないため、実感がないまま概念や頭の中の理論だけで納得し

ようとする（または耐える）しかなく、「本当のリアリティ（直接経験）」に触れられないという構

造的限界**を抱えていたのです。 

 

この「逃げ場のない矛盾と限界」を抱えて苦しんでいた1995年以前の状況が、のちにティ

ク・ナット・ハン師の「Be mindful!」という教えや、パオ・セヤドーとの出会いによるブレイク

スルーへと繋がっていきます。 

 

②　 ティク・ナット・ハン師やパオ・セヤドーとの出会いによって、この限界がどのように具体

的に解き明かされていったのか？ 

 

ティク・ナット・ハン師とパオ・セヤドーとの出会いによって、只管打坐時代に抱えていた限

界や不問律の矛盾がどのように解き明かされていったのか、その具体過程は**「手法（鍵）

の獲得」と「ニッバーナの実証」**という2つのブレイクスルーによって説明されています。 

 

1. ティク・ナット・ハン師との出会い（1995年）：観念から「直接経験」へ導く手法の獲得 

只管打坐（禅）の伝統には「思いの手放し」という優れた実践があり、思考という映画から抜

け出す重要性は知られていました。しかし、「どうすれば確実に手放せるのか」という具現

的な客観観察の手法（サティ/マインドフルネス）が教えの中に欠落していました。 

●​ 「Be mindful!」という鍵​

 ティク・ナット・ハン師から教えられたマインドフルネス（サティ）は、呼吸や身体（カ

ヤ）、感覚（ヴェーダナー）、心（チッタ）、法（ダンマ）を段階的・客観的に観察する具

体的な技法でした。 



●​ 限界の打破​

 禅では「本来完璧である」という概念を実感がないまま頭で受け入れざるを得ませ

んでしたが、マインドフルネスという「鍵」を得たことで、抽象的な理論ではなく**「直

接経験」として現実・リアリティに触れる道**が開かれました。 

 

2. パオ・セヤドーとの出会いと修行（2001年〜）：「ニッバーナ」の直接観察 

ミャンマーのパオ森林道場において、パオ・セヤドーから「ニッバーナ（涅槃）」を直接目指

す指導を受け、色（ルーパ）や名（ナーマ）、縁起を極限まで詳細に観察していく修行に入り

ました。 

●​ 一般的なテラヴァーダの見解（全身麻酔説）​

 多くのテラヴァーダの長老たちは、ニッバーナを「意識が完全に途絶える状態（全

身麻酔体験）」と捉えています。この立場では、ニッバーナに入っている間は意識が

なく、出た後で「入っていた」と振り返るだけになるため、そこに「観察する主体」が存

在する余地はありません。 

●​ 衝撃の問い：「ニッバーナを認識することができるか？」​

 修行が深まり、思考や名色が消滅しかけていた際、パオ・セヤドーの方から**「君

はニッバーナを認識することができるか？」**という問いを投げかけられました。こ

の問いこそが最大のブレイクスルーとなりました。 

 

3. 解き明かされた限界：「青空の主体」の実証とワンダルマ仏教へ 

パオ・セヤドーの問いにより、次の重大な論理的・体験的真実が明白になりました。 

1.​ ニッバーナは全身麻酔（意識喪失）ではない​

 ニッバーナが認識可能であるということは、観察対象である名色（身体や心・思考）

がすべて消え去った状態でも、「観察している主体（青空の主体）」だけは消えずに

残っていることを意味します 

 



2.​ 大乗・禅の「大前提」の正体が証明された​

 只管打坐の限界は、「本来完璧である（仏性・青空の主体がある）」という結論を、

根拠のない「大前提（不問律）」として押し付けられ、実感が伴わなかったことにあり

ました。​

 しかし、何の大前提も置かずにマインドフルネス（サティ）による観察を積み重ねた

結果、「すべてが消えても消えない主体」を自らの体験として発見・実証することに

成功したのです。 

 

3.​ ワンダルマ仏教への統合​

 これにより、大乗仏教が直観した「本来の完成（青空の主体）」と、テラヴァーダ仏

教が保持する「客観的・段階的な観察手法」が一つに合一しました。南伝と北伝の

不毛な対立を超え、直接体験に基づく一つの真理として整理されたのが「ワンダル

マ仏教」の立場です。 

 

 

③　「ニッバーナの認識」が可能だという体験の衝撃について 

 

パオ・セヤドーから投げかけられた**「君はニッバーナを認識することができるか？」**とい

う問いによってもたらされた体験の衝撃は、従来の仏教観を根底から覆す論理的・体験的

ブレイクスルーでした。 

その衝撃の核心は、主に以下の3つの点に整理されます。 

 

1. 「ニッバーナ＝全身麻酔（意識喪失）」という常識の崩壊 

一般的なテラヴァーダ仏教の長老たちの間では、ニッバーナとは**「意識が完全に途絶え

る状態（全身麻酔体験）」**と捉えられていました。 

●​ 全身麻酔説のロジック：午前3時にニッバーナに入り、午前6時に出た場合、体験中

の意識はゼロであり、午前6時になって初めて「入っていた」と振り返るのみです。そ



のため、ニッバーナそのものをリアルタイムで観察・認識する主体が存在する余地

はありません。 

●​ 衝撃の事実：しかし、パオ・セヤドーの問いは**「ニッバーナに入っている最中にも、

それを認識することができる」**という事実を提示するものでした。ニッバーナは意

識の途絶（全身麻酔）などではなく、明確に認知・観察できる領域だったという発見

が、第一の衝撃でした。 

 

2. 対象が消え去っても残る「青空の主体」の直接検証 

観察（サティ）を極限まで深め、身体や思考・心身の現象（名色：ナーマ・ルーパ）がすべて

消滅（ゼロ）に近づいたとき、決定的な論理的帰結が導かれました。 

●​ 観察される対象（色や名、思考映画）がすべて消えても、「それを観察している主

体」だけは消えずに残っていたのです。 

●​ これにより、今まで「自分」だと思っていた心身の現象とは全く別に、**最初から存

在し続けていた「消え去らない観察主体（青空の主体）」**の存在が体験的に実証さ

れました。 

 

3. 元大乗仏教僧としての「不問律」からの解放と合一 

語り手自身が元大乗仏教（禅）の僧侶であったからこそ、この発見は20数年の探求に終止

符を打つ決定的なものとなりました。 

●​ 只管打坐時代の苦悩：禅では「我々は本来完璧である（青空の主体がある）」という

結論を、実感が伴わないまま根拠のない「大前提（不問律）」として呑み込むことを

強制され、深い苦しみを抱えていました。 

●​ 自らの手による再発見：しかし、何の大前提も置かずにただ愚直にマインドフルネ

ス（観察）を重ねた結果、すべての現象が消去された果てに、自らの体験として「青

空の主体」を直接発見することに成功したのです。 



薄っぺらな概念や教理に過ぎなかった大乗の直観が、テラヴァーダの厳密な観察手法に

よって「根拠あるリアルな現実」として反転したこと——これこそが、南伝と北伝の不毛な対

立を超えて「ワンダルマ仏教」へと結実していく最大の衝撃でした。 

 

 

④ 　この「青空の主体（観察する意識）」と、日常で私たちが囚われている「映画の主役（エ

ゴの主体）」の違いについて。 

 

法話で示された**「映画の主役（エゴの主体）」と「青空の主体（観察する意識）」は、私たち

の心の二重構造**を解き明かす極めて重要な対比です。 

 

1. 「映画の主役（エゴの主体）」とは 

●​ 概念・妄想の世界への没入​

 過去の嫌な思い出や未来への不安といった思考（ティンキングマインド）は、頭の

中で上映されている**「映画」**に過ぎません。エゴの主体とは、自ら映画を作り出

すプロデューサーでありながら、その映画を「絶対的な現実（リアリティ）」と思い込

み、映画のスクリーンの中で一喜一憂し、逃げ惑っている状態です。 

●​ リアリティの不在​

 思考の映画に完全に囚われているとき、人は目の前の本当の現実（息の出入り、

身体の感覚、台所仕事や掃除といった具体的な生活の営み）を見失い、概念の妄

想の中に閉じ込められています。 

2. 「青空の主体（観察する意識）」とは 

●​ すべての現象が消えても残る「観察者」​

 マインドフルネス（サティ）によって呼吸・身体・感覚・心（名色：ナーマ・ルーパ）を段

階的に観察し尽くすと、観察対象である心身の現象がすべて消滅に近づいていき

ます。しかし、ニッバーナ（涅槃）に入った際、意識が途絶える（全身麻酔にかかる）

のではなく、**対象が消去されてもなお、静かにそれを「観察・認識している主体」**

が残ります。 



●​ 最初から存在していた真実​

 この青空の主体は、途中で新しく作られたものではなく、最初の第一歩（マインドフ

ルネスを始めた瞬間）からずっと存在していた根源的な意識です。ただ、エゴが上

演する「映画の激しい嵐」に覆われていたため、気づくことができなかっただけで

す。 

 

3. 二重構造と覚醒のプロセス（映画から青空へ） 

●​ 映画からの脱出（思いの手放し）​

 「思い（思考）」を手放した瞬間、それまで恐怖や苦しみだと思っていた現象が単な

る「自分が作った映画の嘘」であったと気づき、映画の外側へと一気に抜け出ること

ができます。 

●​ 第4の世界から第5の世界へ​

 日常の自分（エゴの主体）がいる領域と、それを静かに照らし出している「青空の主

体」の領域は、主体そのものが異なる二重構造となっています。 

●​ 大乗の直観とテラヴァーダの観察の合一​

 「本来完璧である（青空の主体が存在する）」という大乗仏教の直観は、単なる根

拠のない大前提（不問律）ではなく、マインドフルネスという厳密な観察手順を経る

ことで、**自らの体験として実証される「リアルな事実」**へと昇華されます。 

 

このように、「映画の主役」として作られたストーリーの中で苦しむ生き方から、何が起きて

も静かにそれを見守る「青空の主体」へと視点を移していくことこそが、修行の核心であり

「ワンダルマ仏教」の提案する解放の姿です。 

⑤　この「映画」から抜け出して「青空の主体」にシフトするための、日常でできる具体的な

マインドフルネス（サティ）の実践アプローチについて 

 

法話の中で示されている、頭の中の「映画（思考の妄想）」から抜け出し、目の前の現実と

「青空の主体（観察する意識）」にシフトするための日常的なマインドフルネス（サティ）の実

践アプローチは、以下の4つのステップに整理されます。 



 

1. 日常の具体的な営み（台所・掃除・整理）に意識を向ける 

頭の中で過去の後悔や未来の不安といった「映画」を上映しているとき、人は目の前の本

当の現実を見失っています。そこから抜け出す第一歩は、非常に身近な日常の動作にリア

ルに触れることです。 

●​ 身の回りの現実に触れる：台所仕事、部屋の掃除、着るものや道具の整理整頓、

畑仕事など、具体的に身体を動かす作業に意識を向けます。 

●​ 「見えていなかった」ことに気づく：頭の妄想に没入していると、台所の汚れや部屋

の状態すら正しく観察できていません。「自分はいま概念の世界に逃げ込み、目の

前の現実が何も見えていなかった」という事実に気づくことから実践が始まります。 

2. 呼吸と身心（カヤ・ヴェーダナー・チッタ・ダンマ）へのサティの確立 

日常生活の中で、自らの身体や心へと客観的な注意（サティ）を戻していきます。 

●​ 息の出入りに気づく（アーナパーナサティ）：息を吸っているときに「吸っている」と気

づき、吐いているときに「吐いている」と気づきます。 

●​ 身心の状態をありのまま観察する：身体の感覚（カヤ）、不快や心地よさなどの感覚

（ヴェーダナー）、心の状態（チッタ）、心の対象（ダンマ）を段階的に観察します。 

●​ できない現状を素直に受け止める：最初から完璧に観察できる人はいません。「実

は呼吸すらまともに観察できていなかった」というありのままの現実を直視し、そこ

から丁寧に観察を重ねていくことが重要です。 

3. 「思考（映画）」に気づき、手放すことで視点を切り替える 

頭の中で湧き上がる複雑な思考や不安は、自分自身がプロデューサーとなって上映してい

る「映画」に過ぎません。 

●​ 映画の中に閉じこもっていると見抜く：映画の主役として一喜一憂している状態か

ら、「これは自分が作った思考の映画だ」と客観的に見破ります。 

●​ 「思い」を手放して青空の主体へ戻る：思考（映画）に囚われていることに気づき、そ

れをサティ（呼吸や身体感覚への気づき）によって手放した瞬間、自ずと映画の外

側にある「青空の主体（観察する意識）」へと視点がシフトします。 



4. 観念や大前提に頼らず「直接経験」を愚直に重ねる 

「自分は本来完璧である」といった難解な教理や概念を頭でこねくり回すのをやめ、日々の

生活の中で直接的な観察（経験）を積み重ねます。 

大げさな理念を持ち出さずとも、日常の営みの中で淡々とマインドフルネスを実践していく

ことこそが、すべての現象が消えても消えない根源的な「青空の主体」を自らの体験として

発見・再確認する唯一の道筋となります。 

 

 

 

⑥　台所仕事や部屋の掃除など、日常の身近な動作の中でサティ（気づき）を維持するた

めの具体的な工夫について。 

 

法話の中で語られている、台所仕事や部屋の掃除といった日常動作の中でサティ（気づ

き）を維持するための具体的な工夫とアプローチは、主に以下のポイントに整理されます。 

1. 「自分は目の前の現実を何も見ていなかった」という事実に気づく 

頭の中の考え事や概念（思考の映画）に逃げ込んでいるとき、人は台所で何が起こってい

るのか、部屋のどこが汚れているのか、衣装ケースの中がどうなっているのかすら見えて

いません。​

 サティを深める第一歩は、「自分は目の前の現実を何ひとつ見ようとしていなかった」とい

う無自覚な自分の状態にハッと気づくことです。 

2. 観念（テキスト）を脇に置き、目の前の「物理的現場」を観察する 

頭の中で「ああでもない、こうでもない」と理論をこねくり回すのを一旦やめ、具体的な日常

の動作に直接触れます。 

●​ 具体的に見ることの徹底：台所で何が起こっているか、部屋のどこが汚れている

か、衣服や道具の整理状態はどうなっているのかをきちんと見ます。 



●​ 見えていれば適切に動ける：建築現場の職人が状況を完璧に把握して動くように、

現場の現実が正確に見えていれば自ずと適切な行動ができますが、見えていない

と立ち往生したり失敗したりします。 

3. 呼吸（アーナパーナサティ）と身心へのサティを繋げる 

作業を行いながら、自らの呼吸や身体感覚に注意を戻していきます。 

●​ 息の出入りへの気づき：息を吸っているときは「吸っている」、吐いているときは「吐

いている」とリアルタイムで気づきます。 

●​ 身・受・心・法（カヤ・ヴェーダナー・チッタ・ダンマ）の観察：身体の感覚や心の状態

に気づき（マインドフルネス）を確立していきます。 

4. 「観察できていない」という現実をごまかさずに直視する 

最初は「呼吸や身体の感覚すら満足に観察できていない」という現実に直面します。頭の

中で「分かったつもり」になって通り過ぎるのではなく、「自分はまだ観察できていない」とい

うありのままの事実を素直に受け止め、そこから丁寧に観察を重ねていくことがサティを維

持・定着させる最大の工夫です。 

 

 

⑦　間引かない群れ育ての教訓とは？ 

 

　法話の中で語られた**「間引かない群れ育て（水菜の栽培エピソード）」**からの教訓は、

主に以下の3点に整理されています。 

 

1. 固定観念・先入観（概念）の手放し 

一般的な農業やスーパーの出荷基準では、大きな1株を作るために他の芽を摘み取る「間

引き」を行うのが常識とされています。しかし、「野菜は間引いて1つに絞らなければならな

い」という世間の常識や先入観に自分自身が強く囚われていたことに気づき、その固定観

念を思い切って捨て去ることの大切さが示されています。 

2. 「群れ（グループ）」が持つ本来の生命力の発見 



実際に水菜を間引かず、1箇所に生えた7〜8本の芽をそのまま「群れ（グループ）」として

育てたところ、1本だけでは弱い植物が、群れを作ることで圧倒的に強く元気に成長するこ

とがわかりました。出荷という他者の都合や評価（枠組み）に縛られず、自分たちの本当の

目的（自足・実生活）に立ち返ることで、より自然で理にかなった方法が見出されました。 

3. 過去の知識を棚上げし「目の前の現実（リアリティ）」を直接観察する 

過去の経験や古い知識（「20世紀のやり方」）を一旦棚上げし、頭の中の教条や妄想の世

界から出て、目の前の畑や道具、植物のありのままの状態を直接観察する（サティ）ことの

重要性が示されています。 

 

このように、「こうあるべきだ」という頭の中の概念（映画）を離れ、目の前の現場や現実（リ

アリティ）に直接触れて客観的に観察することこそが、野菜作りにおいても瞑想の実践にお

いても共通する重要な教訓であると語られています。 

 

 

⑧　家庭菜園や実生活で「出荷基準（他者の目）」を捨てることの、精神的な功罪を教えてく

ださい。 

 

法話の中で語られた**「水菜の間引かない群れ育て」のエピソードなどを通して示される、

家庭菜園や実生活において「出荷基準（他者の目）」を捨てることの精神的な功罪（メリット

と注意点・リスク）**は、以下のように整理できます。 

 

【功】精神的なメリット（解放と充実） 

1. 固定観念（他者の目で作られた映画）からの解放 

●​ スーパーの棚に並べるための規格（1株ごとにプラスチック袋へ入れる形）や「必ず

1本に間引かなければならない」という社会的な出荷基準は、人間側が勝手に作っ

た「概念」に過ぎません。 



●​ 「他人にどう評価されるか」「売れる形になっているか」という外部の視点を捨てるこ

とで、「こうしなければならない」という先入観や思い込み、比較によるストレスから

精神的に自由になれます。 

2. 本来の生命力や「リアル（直接経験）」との調和 

●​ 1本だけに絞って育てるのは人間側の都合であり、植物本来はグループ（群れ）とし

て助け合って育つ方が圧倒的に強く元気に成長します。 

●​ 人工的な規格を手放し、目の前の作物や土の状態を直接観察する（サティ）ことで、

他人の目という「妄想の世界」から抜け出し、生命本来のありのままの強さやリアリ

ティに直接触れる喜びを得られます。 

3. 「実生活・本来の目的」への回帰 

●​ 「他者に見せるため・売るため」ではなく、「自分たちが実際に食べて生きる・生活を

整える」という本質的な目的に立ち返ることができます。 

●​ 見栄えや世間の常識に振り回されず、自分たちの身近な現場（台所・畑・生活）を自

らの手で慈しみ、充足感を得ることができます。 

 

【罪】精神的な注意点・リスク（陥りやすい落とし穴） 

1. 条件無視による失敗と挫折（大根の教訓） 

●​ 「出荷基準（概念）を捨てれば何でも上手くいく」と安易に一律適用すると、現実の条

件を見誤る危険があります。 

●​ 法話の中でも、水菜は「群れ育て」が成功した一方で、大根は1本に凝縮して育てる

という性質・条件を無視したために「大失敗した」という反省が語られています。対象

ごとの客観的な条件・特性を無視して「脱・基準」の考えだけに執着すると、かえっ

て現実に対応できなくなります。 

2. 「基準を捨てること」自体が新たなエゴや執着になる危険 

●​ 「社会の規格に縛られている人々を見下す」「自分たちのやり方こそが正しい」と開

き直ってしまうと、それは「他者の目を気にしない自分」という**新たなエゴ（映画の

主役）**を作り出すことになります。 



●​ 外部の基準を否定することに固執すると、社会や他者との健康な関わりを断絶し、

独善的・排他的な精神状態に陥るリスクがあります。 

 

まとめ 

「出荷基準（他者の目）」を捨てることの真の価値は、社会やルールをただ闇雲に反発・拒

絶することではなく、他者の目によって作られた「思考の映画」から一歩外へ出ることにあり

ます。 

他者の評価から離れて目の前のリアルを直視しつつも、対象の客観的な特性（大根か水

菜かなど）を見極めて柔軟に対応すること——これこそが、日常の中で「サティ（気づき）」

を働かせながら生きていくことの精神的実効性といえます。 

 

 

⑨　マインドフルネスが「不問律」の限界をどう打破したのか 

 

マインドフルネス（サティ）が只管打坐における**「不問律」の限界を打破したメカニズムは、

押し付けられた教義（大前提）から「何の前提も置かないボトムアップの直接観察」**への

転換によって説明されます。 

 

1. 只管打坐における「不問律」の限界（問題の構造） 

只管打坐（禅）の根底には「我々は最初から完璧である（ドムと円通・本来成仏）」という大

乗仏教の大前提が存在します。しかし、修行現場では以下の逃げ場のない二重構造の矛

盾（不問律）が生じていました。 

●​ 実感の欠如：生身の修行僧として「自分が最初から完璧である」という実感が持て

ない。 

●​ 探求の禁止：実感がないため「心を清めよう」「完全を目指して努力しよう」とすると、

「それは只管打坐（無所得）の教えに反する」とお叱りを受け、努力することすら許さ

れない。 



完璧だと実感できない一方で、完璧を目指す努力も禁止されるという「問い直すことの許さ

れない不問律」の中で、山中の道場には圧力鍋のような強いフラストレーションが充満して

いました。 

 

2. マインドフルネスによる打破のプロセス 

① 大前提（ドグマ）を必要としない「直接経験」の導入 

1995年にティク・ナット・ハン師から授かった「Be mindful!」という教えは、観念や概念のテ

キストを頭でこねくり回すのではなく、呼吸や身体（身・受・心・法）を客観的・段階的に観察

する具体的な手順（サティ）という「鍵」をもたらしました。​

 マインドフルネスは「最初から完璧である」という難解な前提を信じることを要求せず、何の

大前提もない「普通の自分」から愚直に出発できる道を開きました。 

② 観察と消去の果てに現れる「青空の主体」の発見 

パオ・セヤドーのもとで、呼吸（アーナパーナ）から始まり、身体や心・思考（名色：ナーマ・

ルーパ）を徹底的に客観観察していくプロセスを深めました。 

●​ 対象の消去：サティを極限まで深めると、観察される対象（身体感覚や思考映画）が

一つひとつ削ぎ落とされ、消滅へと向かいます。 

●​ 消えない観察者：すべての観察対象が消え去ったとき（ニッバーナの認識におい

て）、観察されていた現象とは全く別に、「それを静かに観察していた主体（青空の

主体）」だけが消えずに残っていることが判明しました。 

 

3. 打破の結論：「不問律」から「検証された事実」へ 

只管打坐の時代には、実感もないまま強要されていた「本来完璧である（青空の主体が存

在する）」という直観が、マインドフルネスという一切の前提を置かない観察（サティ）を経る

ことで、**自らの手で直接実証された「根拠あるリアルな現実」**へと反転しました。 



つまり、マインドフルネスは、大乗仏教の深い直観を殺していた「不問律」という暗黙のドグ

マを解体し、**誰もが自らの体験を通して真理に到達できる実証的な科学（ワンダルマ仏

教の道）**へと昇華させることで、その限界を完全に打破したのです。 

 

 

⑩　「全身麻酔ではない」と分かった後の世界観 

 

ニッバーナが意識の途絶（全身麻酔）ではないと分かったことで拓かれた世界観は、**「心

の二重構造の解明」「大乗の直観の実証」そして「南北伝仏教の統合（ワンダルマ仏教）」**

という、180度異なるリアリティの発見です。 

法話で示された世界観の核心は以下の4点に整理されます。 

 

1. 心の「二重構造」と第5の世界の発見 

従来のテラヴァーダ仏教の主流（全身麻酔説）では、ニッバーナに入ると意識が完全に無く

なり、出た後で「入っていた」と振り返るのみとされていました。しかし、ニッバーナがその最

中にも認知・観察できる領域であることが判明したことで、世界は二重の構造から成り立っ

ていることが明白になりました。 

●​ 映画のプロデューサー（エゴの主体 / 第4の世界）：過去の後悔や未来の不安と

いった「思考の映画」を作り出し、自らその中に没入して苦しんでいる領域です。 

●​ 青空の主体（観察する意識 / 第5の世界）：観察対象である身体や思考（名色：ナー

マ・ルーパ）が消滅しても消え去ることなく、静かにそれを照らし出している根源的な

観察者です。 

思考（映画）を手放した瞬間、人はエゴの世界から「青空の主体」の世界へと視点をシフトさ

せることができます。 

2. 「本来完璧である」という大乗の直観がリアリティに反転 



只管打坐（大乗・禅）では、「我々は最初から完璧である（本来成仏・ドムと円通）」という結

論を実感が伴わないまま「大前提（不問律）」として受け入れざるを得ず、深い苦しみを生

んでいました。 しかし、「ニッバーナの認識」の発見によって次のプロセスが成り立ちます。 

1.​ アートマンや神といった難解な大前提（ドグマ）を一切置かずに、普通の自分から出

発してマインドフルネス（呼吸や身心の観察）を愚直に重ねる。 

2.​ 観察対象（名色）がすべて消去された果てに、「消え去らない観察主体（青空の主

体）」を自らの体験として直接発見する。 

これにより、根拠のない大前提（不問律）だった「本来完璧である」という大乗の直観が、客

観的観察によって実証された**「根拠あるリアルな事実」**へと反転しました。 

3. 南北伝仏教の合一（ワンダルマ仏教） 

この世界観の確立により、これまで不毛に対立してきた北伝（大乗）と南伝（テラヴァーダ）

の教義がひとつに結ばれます。 

●​ テラヴァーダの寄与：概念に逃げず、客観的・段階的にアプローチする厳密な観察

手法（サティ）を提供する。 

●​ 大乗の寄与：すべての現象が消滅した果てに残る「青空の主体」という到達点の意

味を読み解く。 

二つは矛盾するものではなく、ひとつの真理（ワンダルマ）に至る一連のプロセスであること

が論理的・体験的に証明されたのです。 

4. 風景の180度の転換 

ニッバーナを「全身麻酔」と捉える世界観では、人間はただ「心が汚れている存在」であり、

その汚れを人工的に削ぎ落とす苦しい作業を繰り返すしかありませんでした。 しかし、「全

身麻酔ではない」と分かった世界観においては、私たちは最初の一歩（マインドフルネスを

始めた瞬間）から、すでに「青空の主体」として映画の外側に立っていたという目覚めがも

たらされます。 
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